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「来週から、寒くなり ます」との予 報が外れ 気味で、ちょ っと長め の秋を満喫

しておりまし たが、 いよいよ本格 的な冬 の訪れです。  

現在会員登録数 3,953 人さま。次号は１ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●講演会の報 告集を 販売していま す  

『 2021 年度国際交流 事業報告集  オンラ イン国際講演 会「こ とばを超えて  

－絵で物語る －」』（講 師：デイヴィ ッド・ウ ィーズナー、ショーン・タン）  

2022 年 10 月発行  1,100 円（税込）  

『 2021 年度講演会報 告集「シンデ レラ話 の多様な世界 を楽し もう」』  

（講師：横川 寿美子 ）  2022 年 6 月発行  880 円（税込）  

『 2020 年度講演会報 告集「しかけ 絵本に 驚く、楽しむ  イギ リスの歴史か ら

はじめて」』（ 講師： 三宅興子）  2022 年 3 月発行  1,430 円  

詳細、その他 の出版 物は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai
https://twitter.com/IICLO_News
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『新装版  車 のいろ は空のいろ  ゆめで もいい』  あ まんき みこ /作  黒井

健 /絵  ポプラ社  2022年 11月  対象年齢 ：小学校低学 年から  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

あらすじ：『 車のい ろは空のいろ 』 22年ぶりの第４巻 。人間 の男の子に化 け

ているつもり のたぬ きがタクシー に乗る 「きょうの空 より青 いシャツ」、

月の光で人間 の子ど もに変身した ねこの 子どもたちと 松井さ んが夜の公園

で出会う「子 ぎつね じゃないよ」 、赤ち ゃんを抱いた 女の人 がセーラー服

を着た少女と おかあ さんに変身す る「ゆ めでもいい  ゆめで なくてもい

い」など、運 転手の 松井さんがタ クシー に乗って不思 議な体 験をする７つ

の短編集。  

 

Ｔ： 2000 年に３冊本 （『白いぼ うし 』『春 のお客さん 』『星の タ クシー』） が出

版されて、これで『 車 のいろは空の いろ』の 定本ができて、完 結し たと思っ

ていましたか ら、び っくりしまし た。ビ ッグニュース ですね 。  

Ｙ ： は い 。 書 き 下 ろ し が ４ 作 品 も あ っ て 松 井 さ ん の 新 し い お 話 が 読 め て う れ

しかったです 。  

Ｔ：おなじ みの北田 卓史さんが 1992 年に お亡くなりに なった ので、今回 、新

たにシリーズ 全部に 黒井健さんが 挿絵を 描かれました 。  

Ｙ ： 北 田 さ ん の 挿 絵 に 子 ど も の 頃 か ら 親 し ん で き た の で 、 ど ん な ふ う に 感 じ

る か な と お そ る お そ る ペ ー ジ を 開 き ま し た が 、 読 み 始 め た と た ん 、 と て も

スムーズに『 車のい ろは空のいろ 』ワー ルドに入って いきま した。  

Ｔ：自然で親 しみや すい絵でした 。  

作 品 に つ い て は 、 よ り あ ま ん さ ん ら し い 物 語 に な っ た と 思 い ま し た 。不

思 議 の 世 界 へ の 入 口 と 出 口 が は っ き り し て い る 、 い わ ゆ る フ ァ ン タ ジ ー で

はなくて、現実と 不思 議の境界があ いまい で、にじみあって いま す。タクシ

ーが乗客の夢 の中に 入っていくよ うな作 品も２つあり ます。  

Ｙ：まさに 、そのこ と は、この本 のタイトル「ゆめでも いい」に 表 現されてい

るように思い ます。  

また、私は４巻目で、これまで以上 に、たぬ きやねこやき つねが ありのま

まの姿で自分 らしく 生きることが 肯定さ れているよう に思い ました。  

Ｔ： 1965 年に発表さ れた最初の作 品「く ましんし」に もあり のままの姿で い

る こ と の 意 味 が 描 か れ て い ま し た が 、 く ま し ん し は ふ だ ん は 人 間 に 化 け て

生活していま す。け れど、『ゆめ でもいい 』では、人間に化けな い登場人物

が出てきます。ま るで 、動物たちが作者 に「 そのままでい いんだ よ」と言わ

れ て い る よ う で 、 だ れ し も が 生 き て い る こ と を 肯 定 さ れ て い る よ う に 感 じ

ます。  

Ｙ：過去、現 在、未来 と３つの時間 が出て くるところも おもし ろかったです 。

ま た 、 必 要 な こ と ば だ け で 綴 ら れ て い て 、 な お か つ 場 面 の イ メ ー ジ が 沸 き

上 が っ て き て 、 あ ま ん さ ん の 声 が 聞 こ え る よ う な 気 持 ち が し ま し た 。 季 節



感 が あ っ て 、 月 の 光 の 不 思 議 さ が 描 か れ て い る と こ ろ も 、 タ ク シ ー に 乗 る

子どもたちの 喜びが 描かれている ところ も、シリーズ全体 に共 通していて 、

心地よく読め ました 。  

Ｔ：時間の往還が 大 きく、歌もたくさ ん 出てきて、『 車のいろ は空のいろ』の

集大成のよう な作品 になったと思 います 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 88 回「竜と詩人 」  

 「詩の根源 」にふ れる  

  

竜 は 、 千 年 前 に 犯 し た 罪 の た め に 、 聖 竜 王 に よ っ て 洞 に 閉 じ 込 め ら れ て い ま

す。朝、洞の外から 若 々しい声がし ます。― ―「敬うべき老い た竜 チャーナタ

よ。朝日の 力をかり てわたしはお まえに 許しを乞いに 来た。」黄金の太刀を は

いた立派な青 年でし た。竜は、「何を許 せ というのか 。」とた ず ねます。  

 

スールダッタ という この青年は、昨日 の詩 賦（うた）の競いの 会 で歌い、みん

な に ほ め ら れ 、 偉 い 詩 人 の ア ル タ は 自 分 の 高 い 座 を 青 年 に ゆ ず り ま し た 。 と

ころが、夜更けに母 の ところに帰る 道で、だ れかがひそひ そ語っ ていました。

青年は、老竜の歌 を盗 み聞いて、それを 歌っ たというので す。たし かに、青年

は、洞穴のそ ばで歌を 考えていまし た。――「そしてあの うたはあ る雲くらい

風の日のひる まのま どろみのなか で聞い たような気が する。」竜は、詩人 のア

ル タ が 「 風 が う た い 雲 が 応 じ 波 が 鳴 ら す そ の う た を た だ ち に う た う ス ー ル ダ

ッタ」とほめ たのを 確かめた上で いいま す。  

 

〈スールダッ タよ、あ のうたこそは わたし のうたでひと しくお まえのうたで

ある。（中 略）  

そ の と き わ た し は 雲 で あ り 風 で あ っ た 。 そ し て お ま え も 雲 で あ り 風 で あ っ

た。詩人アルタがも し そのときに瞑 想すれ ば恐らく同じ いうた をうたったで

あろう。〉  

 

風と雲の歌を「詩 人に とっての詩の 根源」と したのは、伊藤眞 一郎 です。スー

ルダッタは 、「詩の根 源」にふれて、それ を 竜と共有しな がら、「 声と言葉によ

る 歌 い 手 で あ り 、 人 の 世 界 に 形 あ る 一 つ の 歌 を も た ら す 文 字 通 り の 詩 人 で あ

る。」とも いいます 。（伊藤「「 龍と詩人 」 論」 1974 年）。  

 

童話集『注文 の多い 料理店』序（ 当メル マガ NO.142）などには「語りのオ リ

ジン（起源 ）」が見ら れるとしたこ とがあ りますけれど も、「竜 と詩人」も 、「オ

リジン」にかかわ る 物語です。「 語りのオ リジン」は、天沢退二 郎のことばで

すが（「詩 人《宮澤賢 治》の成立」 1968 年）。その天沢は 、「竜と 詩人」から賢

治の長詩「種 山ヶ原」パート三（水 や光や風 ぜんたいがわ たくし なのだ……）

を思い出すと 述べて います（新潮文 庫『ポ ラーノの広場 』「収録 作品について 」）。

（馬車別当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『ポラ ーノの 広場』により ました 。）  

 

***************************************************************** 



《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４２  

***************************************************************** 

 

こたたん山の  くま たちは  

人におわれて  人に なる  

こたたん  こ たたん  

 

雪のふる朝  山こい し  

雨のふる夜も  山こ いし  

こたたん  こ たたん  

 

（「 く ま し ん し 」  『 車 の い ろ は 空 の い ろ  白 い ぼ う し 』  あ ま ん き み こ /作  

黒井健 /絵  ポプラ 社  2022 年 11 月  p.93）  

 

単行本『車の いろは 空のいろ』（あまん き みこ /作  北田卓史 /絵）は 1968 年

に 出 版 さ れ ま し た 。 我 が 家 に も 一 冊 あ り 、 母 に 何 度 も 読 ん で も ら っ た 記 憶 が

あります。母 は、引用 部分の歌を「 ラララド レーソソ  ミ ミレド ミー  ミーソ

ソミミレドレ ミレド ラ  ララドソ ラーラ ー」（ 下線はドよ り低 い音）と歌 って

おり、くまの 寂しさ を感じながら 聞いて いました。  

 

こ の お 話 は 、 松 井 さ ん の そ の 夜 の 最 後 の お 客 で あ っ た 熊 野 熊 吉 さ ん が 、 わ ざ

と 客 席 に 財 布 を 置 い た こ と で 、 松 井 さ ん が 熊 野 さ ん の 家 を 訪 ね る と こ ろ か ら

始 ま り ま す 。 熊 野 さ ん は 松 井 さ ん を 自 宅 に 招 き 、 自 分 の 正 体 が こ た た ん 山 の

熊であること を告げ ます。そし て、「ほん ものの顔のま ま、人 間とはなしを す

るのは、はじ めて」だ と言い、本当 の姿のま までいられる のはそ れだけでうれ

しいと言いま す。  

 

歌は「こ」「く」とい うカ行の音が 胸につ かえた熊野さ んの思 いを表現し 、「た

たん  たたん」と い うリズムが、歌に 余 韻を残してい ます。歌は、「さび しい

朝には  うた うたう  こいしい夜 には  ゆめを見る」 という 3 番があり、４

番は「人の世 界に  くまがすむ  くまの 世界に  人が すむ」、 5 番は「どちら

が ど う か  わ か ら な い  ど ち ら が ど う で も  か ま わ な い 」 と な り ま す 。 子 ど

も 心 に 、 く ま は 自 分 た ち を 追 い 出 し た 人 を 敵 と 考 え る の で は な く 、 共 生 す る

相 手 と し て 考 え て く れ て い る こ と に 寛 大 だ な と 思 い 、 街 を 歩 い て い る 人 の 中

にもくまがい るのか もしれないな と思っ たことを覚え ていま す。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

あべのハルカ ス美術 館で 2023 年３月５日 まで開催され ている「 アリス－へん

てこりん、へん てこり んな世界－」に 行って きました。『不思議の 国のアリス』

と『鏡の国の アリス』はルイス・キ ャロル（ 本名チャール ズ・ラ トウィッジ・

ドジソン）に よって 書かれ、ジョ ン・テ ニエルが絵を つけて 、それぞれ 1865

年、 1871 年に出版さ れました。展 示では 、ジョン・テ ニエル の挿絵の原画 、

習作、校正刷 り、初版 本、写真、映像、舞 台 衣装など、英 国ヴィク トリア・ア

ンド・アルバー ト博物 館と海外所蔵 作品を 中心とする貴 重な作 品と資料約 300

点を紹介して います 。  

 



全体は、１章「アリス の誕生」、２章「映 画 になったアリ ス」、３ 章「新たなア

リス像」、４章「舞台 になったアリ ス」、５ 章「アリス になる」の 全５章で構成

されており 、「チェシ ャ―猫」、「お茶会 」、「涙が池」のインスタ レーションが

ありました。  

 

１章「アリス の誕生」には、著者キ ャロルや モデルとなっ たアリ スと姉妹の写

真、テニエ ルの原画 、『鏡の国の アリス』の 挿絵をどのペ ージに どんな大きさ

で 入 れ る か の 案 の 綿 密 な 手 書 き メ モ な ど 、 貴 重 な 資 料 が 展 示 さ れ て お り 、 出

版されたとき の様子 を想像するこ とがで きました。『鏡の 国の アリス』の「融

け 始 め た 鏡 を 通 り 抜 け る ア リ ス 」 の 場 面 で は 、 鏡 の 世 界 と 現 実 の 世 界 で は 文

字も逆になっ ている など、テニエ ルの徹 底ぶりがわか ります 。  

 

２章「映画になっ たア リス」では、1903 年と 1931 年に公開さ れ た２つのサイ

レ ン ト 映 画 の 一 部 分 が 隣 ど う し で 比 べ ら れ る よ う に し て 上 映 さ れ て お り 、 特

撮 の な い 時 代 に ア リ ス の 体 が 大 き く な っ た り 、 赤 ん 坊 が ブ タ に 変 身 し た り す

る様子が工夫 を凝ら して撮影され ていて 興味深かった です。ま た、３章「新 た

な ア リ ス 像 」 に は 、 サ ル バ ド ー ル ・ ダ リ や 草 間 彌 生 の 絵 な ど も 展 示 さ れ て お

り、社会の変 化とと もにアリス像 も変化 していること がわか りました。  

 

そのほか、映 画や舞台 のポスター、バレエの 衣裳など、い ろいろな アリスがあ

り 、 世 界 中 で ア リ ス が 愛 さ れ 、 作 品 が 作 り 続 け ら れ て い る こ と が わ か り ま し

た。「狂った お茶会」のインスタレ ーショ ンは、はじめは真 っ 白の、食器が並

べ ら れ た 横 長 の お 茶 会 の テ ー ブ ル が 、 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ で い ろ い

ろ な 色 の 食 器 や ケ ー キ に 変 化 し て 、 ア リ ス の ナ ン セ ン ス の 世 界 を 表 現 し て い

ました。  

 

あ り 得 な い こ と が 起 こ る の は い つ の 時 代 で も お も し ろ い ん だ な あ と 思 い な が

ら帰途につき ました 。（Ｋ）  

 

あべのハルカ ス美術 館  https://www.aham.jp/。  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  資 料 展 示 「 国 際 児 童 文 学 館 所 蔵 資 料 に み る  絵 本 史 に か が や く 名 著 た ち 」 

明 治 以 降 、 印 刷 技 術 と と も に 発 展 し て き た 日 本 の 絵 本 の 歴 史 を 国 際 児 童 文 学

館の所蔵資料 でたど ります。  

会  期：開催中～ 12 月 28 日（水）   休 館日あり  

場  所：大阪府立中央 図書館  展示 コーナ ー、国際児童文 学館（ 東大阪市荒本 ）  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：大阪国際児 童 文学振興財団 （ IICLO）  

 

●  展示「中辻悦子  起・承・転・ 転」  

会  期：開催中～ 2023 年１月 22 日（日）   休館日あり  

場  所：ＢＢプラ ザ美 術館（神戸 市灘区）  料  金：有料（大学 生以下無料）  

時  間： 10： 00～ 17： 00（入館は 16： 30 まで）  

主  催：ＢＢプラザ 美 術館、（株 ）シマブ ン コーポレーシ ョン  

 



上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『新 装 版  車のいろは

空のいろ  ゆ めでも いい』をプレゼ ントし ます。ご希望の 方は、メールで件名

「メルマガ  NO.148 プレゼント希望」と し、（ 1）お名前  （ 2）郵 便番号・住所  

（ 3）電話番号  （ 4）メールアドレ ス、よ ろしければ  （ 5）このメルマガの ご

感想をお書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 2023 年１月 10 日（火）、当選発表 は発送をもっ て代え させていただ き

ます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

いろいろなイ ベント や会合が３年 ぶりに 開催され、今 秋は久 しぶりに多忙 な

日々を過ごし ました が、気がつけ ば今年 も残りわずか です。 本年もご愛読 い

ただきありが とうご ざいました。  多くの あたたかいご 支援に 深く感謝いた

しますととも に、来 年も引き続き どうぞ よろしくお願 いいた します。  

みなさま、ど うか健 やかに新年を お迎え ください。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

